
会場：第一セントラルビル2号館（Central Forest)8階 Earth
＊車でお越しの場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

日時・会場（各エリア全3回）※各回で開催時間、会場が異なります。お間違えのないよう、お気を付けください。

会場：第1回・第3回 丸亀町商店街壱番街東館4階 カルチャールーム1・2
第2回 あなぶきアリーナ香川 会議室2(メインアリーナ側）
＊車でお越しの場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

会場：周南市立徳山駅前図書館3階 交流室1
＊車でお越しの場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

会場：第1回・第3回 尾道市役所本庁舎2階 多目的室2（第3回は多目的室１）
第2回 今治地域地場産業振興センター2階 大会議室

＊車でお越しの場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

※オンライン・アーカイブ配信はありません。

①基調講演：国際基準を踏まえたサスティナブル
な観点からビジョンづくり

②(ワーク)
・各地域の特徴や地域資源について
・地域の目指す姿について
・地域ビジョン（共通する目指す姿）の検討

(ワーク)
・国立公園の特徴やイメージについて
・国立公園の目指す姿について
・グループで共通ビジョン（案）の検討

①共通ビジョンの共有・意見交換
②基調講演：国立公園との関わり方、

地域で活用していくために(仮)
③(ワーク)
・ビジョンを踏まえて、地域でできること、したいことを考える
・考えた事業や取組を進めるための役割、連携について考える
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北海道東川町に大雪山自然学校を設立。

株式会社山荷葉代表取締役CEO
（一社）国立公園利用企画CAN・
理事

国立公園の活用や地域の伴走支援
をはじめ、地域と行政・民間をつ
なぐコーディネーターとして、

自然・環境・歴史・文化などの保全感動に取り組んでいる方
ガイドやアクティビティなどの観光事業者の方
各県市町の職員、観光協会の方 など
瀬戸内海国立公園や周辺地域の将来の考え、地域とともに
行動したい方、積極的に関わりたい方、大歓迎！

地域の特徴や資源、
目指す姿を考える

瀬戸内海国立公園の
共通ビジョンを考える

地域でできること・
取り組みたいことを考える

（高松市） （周南市） （尾道市・今治市）

【問い合わせ先：地域ストーリーについて】
環境省 中国四国環境局国立公園課（担当：大林）
TEL：086-223-1586 E-MAIL：REO-CHUSHIKOKU@env.go.jp

【問い合わせ：ワークショップについて（当業務請負者）】
ランドブレイン（株）広島事務所（担当：村岡、竹内）
TEL：082-223-6919

（岡山市）

（岡山市）

（高松市）

（周南市）

（尾道市・今治市）

申込締切

各回の開催日の
前日まで

講師の紹介

第3回第１回

瀬戸内海国立公園の魅力や地域の思いを共有し、
これから10年、20年を見据えた共通ビジョンを、
地域のみなさんと一緒に考えます。
自然・文化・くらしが調和する瀬戸内海の未来を、
あなたのアイデアでつくっていきませんか？

主催：環境省中国四国環境局

全3回開催
（各エリア）

各会場

15名程度

（先着順）

4エリアで
開催！

地域を知る

未来を描く

動き出す

地域の特徴と地域ビジョンの検討

瀬戸内海国立公園の共通ビジョンの検討

地域でできること、取り組みたいことの検討

笠井 大介荒井 一洋 氏 氏

参加対象

国立公園と地域の未来をつくる取り組みを進めている。
2022年に中部山岳国立公園管理事務所利用企画官とし
て入省し、松本高山BigBridge構想実現プロジェクトの
推進などを行い、開業した現在、ツーリズムコンサル
ティング業やアドバイザリー支援等を行っている。

エコツアーや森のようちえんを運営するとともに、大雪山国
立公園・旭岳にて自然保護業務を受託し「利用者による環境
保全の仕組みづくり」に取り組む。
また、Asian Ecotourism Network理事として、GSTC(サス
テイナブルツーリズム推進協議会)公認トレーナーとなり、
持続可能な観光の日本での普及に努めている。

3回のワークショップで考えること
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